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3．考察 

RMO は 1969 年、Duncan らが膝、足関節、足部に

移動した骨萎縮例を報告した 1)。股関節に多く発症し、

次いで膝、足関節、足部に多く、自然治癒するとされ

ている 2, 3)。大腿骨内側顆から外側顆に骨萎縮が移

動したという報告はあるが 4)、同一部位での再発の報

告は極めて少ない。 

TOH の病態はいまだ不明である。近年、大腿骨頭

軟骨下脆弱性骨折との関連が示唆されている 5, 6)。本

症例においても軟骨下に骨折様所見を MRI 上認め

ており、また局所の骨密度は著明に低下していた。一

過性の病態であるにも関らず再発したことは、骨粗鬆

症を背景にした軟骨下脆弱性骨折を契機に発生した

可能性も示唆している。 

 

4．結論 

一過性大腿骨頭萎縮症の再発と考えられた症例

を経験した。 
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